





















































































































































































































p-MDI（pressurised metered dose inhaler）やネブライザー
タイプのBIS（budesonide inhalation suspension）への変更
や吸入補助器使用を勧める．
　多くのがん患者に出現する疼痛に関しては，早期より
の対応が求められている．近年，非オピオイド鎮痛薬や
オピオイド鎮痛薬は多種多様発売されるようになり，そ
の中より患者のライフスタイルにあった医薬品の選択に
関わり，鎮痛効果・副作用等を確認しながらタイトレー
ションやローテーションを医師や看護師と相談し行って
いく．高カロリー輸液やオピオイド注射液の混注業務を
行う保険薬局も少しずつ増加している．
　薬剤師が看取りに立ち会うことはほとんどないと思わ
れるが，薬物療法は患者・家族が安心して在宅療法を行
っていく際には必要不可欠であり，他職種で患者・家族
を支えていく中で個々の患者に合った医薬品選択をする
際の一助を担っていきたいと考える．
